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1:50,000 地質図幅  

説   明   書                      (昭和 36 年稿) 

 

 

 

肥前高島 付 野母崎 
 

（鹿児島―第 37 号・第 36 号） 

 

 
本地質図幅の野外調査は，昭和 35 年において延約 20 日の外業実動日数を要し  

て行なわれた。第三系を水野が，その他を広川が調査した。  

長崎県庁から木下亀城・牟田邦彦・大島恒彦による未発表の，本地域地質資料  

の提供を受けまことに有益であった。また，古第三系の調査に際しては，三菱鉱  

業株式会社高島鉱業所企画課の日隈四郎技師から有益な御教示をいただき，また ,  

同氏ならびに企画課の多くの方々から調査上の便宜を計っていただいた。  

なお，化な分なは本所の大なない技官に，分な分なは同なくな子な 技官にお  

ねがいした。  

 

Ⅰ．地   形 
 

本図幅地域の山地は長崎市を基部として，南西方向に突出した野母半島（長崎半島 

とも呼ばれる）の南半部である。野母半島の方向は全体として NE-SW であるが， 

本図幅地域南部では ENE-WSW に方向をになて にし，先端部では分にしたにと  

く，く島が南部にくくしている。そして，この半島の ににく行して西方く上に（野  

母崎図幅地内）主として古第三系からなる高島・中ノ島・端島・三ツ瀬などの島が浮 

かんでいる。 

山地は地形の特徴により 3 つの部分に分けられるが，その各部分は地質的にも特徴 

をもっている。その 3 つの部分は，1）天草灘に注ぐ大川を境にしてその北東部山塊, 

2）大川を境にしてその南西部殿隠山付近までの山地，3）殿隠山以西の山地である｡ 

1) 大川北東部山塊 主として結晶片岩からなるこの山塊は他の山地より急峻で， 
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小八郎岳（565m）と寺岳（451.8m）とを結ぶ方向は，NE-SW であり，川の多く 

はそれにやゝ斜交して，SES と NWN に向かって流れている。尾根から遠望する景 

観は美しく，西方はるかに五島列島がかすみ，東方には雲仙岳が仙影をあらわし，南 

東方には天草灘をへだてて天草諸島が夢のにとく浮かんでいる。 

2) 大川南西部から殿隠山に至る山地 結晶片岩・蛇紋岩・塩基性岩・古第三系な 

どからなるこの山地は低平で，秋葉山（254.3m）と三角点（243.6m）とを結ぶ分水 

界，および熊ノ岳（289m）と二ノ岳（325.5m）とを結ぶ分水界が認められるが，そ 

の方向はいずれも NE-SW で，それに沿うように，この地域では大きい宮崎川・大 

川などが流れており，この方向にほゞ直交する NW と SE 方向とには前述の川の支流 

や小さな川が流れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 殿隠山以西の山地 この山地は主として，変成度の低い結晶片岩～千枚岩から 

なり，殿隠山（267m)・遠見山（261.4m)・堂山峠（154m)・権現山（1985m)（野 

母崎図幅地内）などを結ぶ分水界は，ENE-WSW 方向で尾根は狭く，山腹斜面は 

いく分急傾斜で，小谷がやゝ深く入り込んでいる。 

く海には平地がほとんどなく，く 崖がよく発海している。南く海は大海以東では  

小突入に富むが，大海以西では脇岬まで単調である。北く海は南く海の大海以東ほど 

著しくないが，小突入に富み，多数の小島や瀬が沿海に浮かんでいる。野母浦はこの 

地域ではもっとも著しく入り込んだ湾で，漁港や避難港となっている。大海は名残湖 

で，野母浦の西側山地（野母崎図幅地内）および脇岬は陸繋島（トムボロ）である。 

また，く島南東突端の花崗岩にく まがみられる（図ま  5 を参照)。 

 

Ⅱ．地   質 
 

Ⅱ．1 概  説 
 

この地域は九州北部西縁にあり，主として，結晶片岩～千枚岩・蛇紋岩・塩基性岩 

および古第三系からなり，花崗岩類の小岩株および玄武岩がみられる。 

結晶片岩 千枚岩註1) は彼杵変成岩などといわれ，中国地方から九州北部にわたっ 

て分布する結晶片岩～千枚岩（三郡変成岩類）に属するのか，外帯の三波川変成岩類 

に属するのか問題になっている岩石である1)5)7)8)15)18)。結晶片岩は主として黒色片岩 

および緑色片岩からなり，殿隠山付近から東部のものは変成度が強く，一般に下位の 

ものほど強い傾向がある。強いところでは，粒度が大きく，点紋状斜長石や柘榴石が 

見られる。殿隠山付近以西では変成度が弱く，准片岩または千枚岩といってよいもの 

もある。結晶片岩の傾斜はきわめて局部的に急傾斜を示すが，一般に緩やかで，走向 

はきわめて著しく変化する。褶にの主軸の方向は NE-SW で，その方向を軸として 

傾斜の緩い翼をもった背斜・向斜が見られ，主軸は水平的に屈にするとともに，上下 

にも緩やかな上昇・沈降を繰り返している。そして，この主軸にほゞ直交するような 

軸をもって，小軸軸の背斜・向斜が波にをなして 軸に繰り返しているようである。  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1）本地質図幅では西彼杵変成岩類と呼ぶことにする。 
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図ま 1  端島（左方）と中ノ島（右方）

図ま 2 高島（右方は高島，左方は二子島)，手前の露頭は野島の香焼層下部の砂岩

3



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

このような褶ににより，緩い小軸軸の盆状構造やドソム構造が見られる。そして，く 

島では，その中央付近にこの方向の背斜がある。またこの方向の幾本かの断層が推定 

される。 

半島北西側には輝輝岩輝輝輝岩輝輝 岩 註2) が半島中央付近には全体としては NE 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註2）本地質図幅ではソソソソソ石ソ 岩～ソ緑岩と呼ぶことにする。  

-SW 方向に伸びて蛇紋岩が分布している。蛇紋岩体は北東部では北西に，南西部で 

は南東ににがってはは状に露出しており，その内部にはソ 岩はらしい小岩体 註3) が 

散くしている。 

花崗岩類は小岩体をなし，結晶片岩および塩基性岩に弱い接触変成作用を及ぼして 

いる。 

古第三系の分布地域は北方の長崎図幅地域内の伊王島・香焼島とともに，いわゆる 

高島炭田の一部となっている。同炭田全域については，古第三系は下部始新統から下 

部漸新統に及ぶ一連の厚さ約 2,000m の地層であるが，本図幅地域ではそのうちの始 

新統が分布するにすぎない。すなわち，結晶片岩地域から北西に向かって下位から香 

焼層・二子島層・端島層・沖ノ島層の焼焼に焼なり，おもに焼粒焼 岩から構成され  

ている。そのうち，端島層は多数の良好な炭層を含み，その石炭は高島鉱業所（三菱 

鉱業株式会社）により，大軸軸に稼行されている。 

本図幅地域内の地質を総括して第 1 表に示す。 

 

Ⅱ．2 西彼杵
そ の ぎ

変成岩1)7)8)12) 
 

黒色片岩および緑色片岩を主とし，まれに石灰岩や珪岩の薄層が挾まれることがあ 

る。 

地質図に区分してある緑色片岩を主とするものと，黒色片岩を主とするものとの境 

界は明確なこともあるが，淡緑色を帯び黒色片岩と緑色片岩との中間的なものとなっ 

て漸てしたり，黒色片岩中に緑色片岩の薄層が次第に 軸に挾まれるようになり，あ  

るいは両者が互層し，次第に緑色片岩が優勢となり，ついに，緑色片岩に黒色片岩の 

薄層が挾まれるようなてり方をすることもある。 

一般に再結晶鉱物の粒度は上位よりも下位のものが大で，点紋状の斜長石や柘榴石 

は下位によく発海する傾向がある。殿隠山付近以西では点紋状の斜長石や柘榴石はな 

く，粒度も小で千枚岩といってよいものもある。 

厚さは現く露出している部分から推定すれば，厚いところは 700m 以上であるが， 

上限・下限とも不明である。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註3）この岩体を構成する岩石を本地質図幅では変質ソ 岩と呼ぶことにする。  

54 



 

 

Ⅱ．2．1 緑色片岩～千枚岩 
 

濃緑色～黄緑色～淡緑色で一般に片理に富む。ところにより（寺岳・木場・大海・ 

遠見山東南東など）輝緑岩はのものもあるかもしれない。レンズ状の石英が数 cm～ 

10 cm の幅で層理に平行に介くされ，ときに脈状に斜交する（大海付近，木場など)｡ 

脈の幅は 30 cm，長さ 7 m くらいのものもある。三和町木場く海では方解石脈が層理 

を切っている。 

曹長石～灰曹長石は黒色片岩のものと同なくらいの大きさであるが，鏡下では他の 

鉱物に対して変状ソ晶をなして点紋となることは少ない。灰曹長石・陽起石・緑泥石 

・緑 石・・ 石および石英が主で，・成分鉱物として・・ン石・・灰石・鉄質物な   

どがあるが，これらの鉱物の割合は変化する。方解石がかなり多量に含まれることも 

あり，ときに黒雲母が局部的にみられる。種田・大島7) によればスティソプノメレン 

や柘榴石も含まれることがある。成分が黒色片岩に近づくと白雲母～絹雲母や石英が 

増加する。 

寺岳南方・木場・大海などのものは斜長石の結晶が大きく（0.2～0.5mm大)，主 

成分は陽起石・緑泥石・灰曹長石・緑 石および斜・ 石が主で，・成分として・・   

ン石・絹雲母・石英などが含まれる。大海付近のものにはかなり方解石が含まれる。 

灰曹長石はほゞ灰形～半灰形で，しばしば緑 石および・・ ン石を包有している。 

二ノ岳北西のものは，灰曹長石は 0.8mm 大以下で点紋状をなし，1 mm 大以下の 

鉄鉱を含む。主として陽起石・灰曹長石・緑泥石・白雲母～絹雲母および石英からな 

り，・成分鉱物として・・ン石・・灰石・緑 石などを含む。灰曹長石は緑 石・・   

・ン石および陽起石を含有する。 

熊岳南東・古里（弁天山南西)・く島などのものには，緑泥石および陽起石より緑 

石および・ 石が優勢で，方解石をかなり含むものがあり，緑 石や方解石は    0.8 

mm 大以下で，斜長石は 0.2～0.3mm 大のものが多い。熊岳南東のものには黒雲母が 

含まれることがある。 

蚊焼付近の花崗岩に貫かれるものは斜長石（灰曹長石～曹長石)・角ソ石～陽起石 

および緑泥石を主とし，・成分として・・ン石・石英・鉄鉱などを含み，構成鉱物全 

体が新鮮で，方向性が不明瞭で，陽起石が散くしている。 

岩崎12)によれば，く島の花崗岩近くでは焼粒の緑 石黒雲母片岩で，緑泥石・陽起  

石はほとんどなく，鉄鉱が多く，緑泥石は黒雲母に変化している。 
 

Ⅱ．2．2 黒色片岩～千枚岩 
 

暗灰色～帯緑灰色～灰白色で，あるところでは（三和町木場など）厚さ数 mm～数 

cm のレンズ状の石英の部分が多く，ところにより（為石から寺岳に行く途中など） 

厚さ数 cm～1 m の珪岩が見られることがある。ある部分では（三和町木場など）厚 

さ 5 cm～数10 cm の単位で暗灰色の部分と絹雲母に富んだ灰白色の部分とが互層す 

る。地域南西部の南越から古里にかけてきわめて石墨に富んだ岩相が見られる。また 

地域南西端の権現山付近（野母崎図幅地内）には礫状岩註4)が見られ，く島・古里付 

近などには砂岩はらしいものもある。 

片状であって片理面は概して層理面と一致するが，緑色片岩に較べ褶にが激しく小 

断層に富み，地層の走向や傾斜は著しく変化し，これらの現象は変成度の弱いとくに 

地域南西部に著しい。 

主として，白雲母～絹雲母・曹長石～灰曹長石・石英・石墨および緑泥石からなり 

柘榴石が加わることがある。南西部の変成度の低いところでは（野母崎図幅地域を含 

む）局部的に黒雲母が生なていることがあるが，これは花崗岩の影響によるようであ 

る。これらの構成鉱物量の割合はところによって変化し，緑色片岩に近いところでは 

岩質は緑色を帯び，緑泥石・緑 石・陽起石・・ 石などが加わってくる。   

三和町木場付近のものは暗灰色，点紋状である。 

主成分鉱物：斜長石・白雲母～絹雲母・緑泥石・柘榴石・石英 

・成分鉱物：・・ン石・鉄鉱・石墨・・灰石・電気石（ ? ） 

斜長石は灰曹長石で 1 mm 大以下。外形はレンズ状ないし楕灰形でソ状変晶(点紋) 

となっているものが多い。片理の方向に対して結晶軸の方向は一定でない。包有物と 

してみられる石英・・・ン石・しし状物質などはし状にし列され にないしし褶にを  

している。斜長石の結晶粒はときに集合してレンズ状をなすことがある。白雲母～絹 

雲母と緑泥石とは・・ン石とともに集まって流状をなし，膨縮しながら斜長石や柘榴 

石のソ状変晶の周りを囲み，一定の方向にし列している。柘榴石は 0.7mm 大以下で, 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註4）圧焼によって礫状になったものかも知れない。 
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外形は灰形に近く無色である。結晶内の割れ目（ ? ）には絹雲母が生な，石英などを 

包有物として含むことがある。この岩石の分な結果は次の通りである。 

 

 

 

寺岳東方のものは木場のものに較べて石英が少なく，斜長石の包有物として柘榴石 

が多い。緑泥石から淡黄 色の黒雲母ができている。・成分鉱物としてが鉄鉱や斜・  

石 がみられる。 

為石東部のものは淡緑色を帯び，主成分鉱物は陽起石・緑泥石・白雲母～絹雲母・ 

石英および灰曹長石で，・成分鉱物は柘榴石・・・ン石・斜・ 石などである。石石  

は他の点紋片岩と同様で，斜長石は 1.5mm 大以下で灰形～レンズ状で陽起石の包有 

物を含む。 

遠見山南東のものは暗灰色で，主成分鉱物は絹雲母・緑泥石および斜長石，・成分 

鉱物は石墨・鉄鉱などで，鏡下では絹雲母および緑泥石に富む部分と，石英および斜 

長石に富む部分とが細い渦流状を呈し，絹雲母と緑泥石に富む部分はし細な層間褶に 

（引曳褶に）を行なっている。石英は波動消なを示し，0.5mm 大以下でモザイック 

状を呈する。雲母の結晶度は点紋状のものより小である。 

く島北東端のものは砂岩質千枚岩状，灰白色，堅硬で，主成分は石英，斜長石（曹 

長石～灰曹長石)・絹雲母および黒雲母～緑泥石で，・成分は鉄質物または炭質物で 

ある。黒雲母は鏡下では淡黄 色で再結晶は不あ全である。く島南西端のものには斜  

・ 石がかなり多量にみられることがある。  

地域南西端の権現山付近（野母崎図幅地内)のものは千枚岩質で砂質ないし礫質註5) 

の部分があり，非常に淡い緑色を帯びることがある。再結晶度はきわめて弱く，堆積 

当当の斜長石が残っていることもある。石英・斜長石・絹雲母・緑泥石・・ 石・鉄  

質物または炭質物などからなる。石英は波動消なを示し，結晶粒が集合していること 

がある。 

この岩石の分な結果は次の通りである。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註5）註4）で述べたもの。 

 

 

 
 

岩崎12)によれはスティソプノメレンを含む部分がある。 

く島の花崗岩12)付近には幅 50～400m の範囲て硬化し，花崗岩体の近くではし褶に 

をした千枚岩質の岩相を残して，片岩状黒雲母ホソンフェソスとなっている。し斜長 

石構造を示したペソト石脈が片理に沿って入っていることがある。絹雲母・緑泥石・ 

黒雲母・石英・灰曹長石などからなり，白雲母が変状ソ晶となることがある。岩崎12) 

によれば紅柱石も産する。 
 

Ⅱ．2．3 石 灰 岩 
 

石灰岩は三和町蚊焼，殿隠山山腹などに見られるが，岩体が小さいので地質図には 

示していない。幅数 10 cm～数m のレンズ状をなして黒色片岩に挾まれている。灰白 

色，結晶質で，化石は発見されていない。 

 

Ⅱ．3 輝 緑 岩 
 

半島西側の北部と南部（野母崎図幅地内）およびく島に分布している。結晶片岩と 

の関係は明らかでないが，露出状態からみると層状または岩床状であるかも知れない｡ 

暗緑色，細粒で北部の一部は著しく圧焼作用を受けており，千枚岩状やミロナイトと 

なっていることもある。 

蚊焼付近のものはミロナイトとなり，斜長石・緑泥石・絹雲母・石英・鉄質物・・ 

・ン石なとからなっている。あるものは緑泥石・斜長石・石英・鉄質物などからなり, 

石英脈が貫き，その付近には淡黄 色の黒雲母が生なている。  

 

Ⅱ．4 先第三紀貫入岩類 
 

Ⅱ．4．1 ソソソソソ石ソ 岩～ソ緑岩  
 

半島の西側に北部・中部・南部（野母崎図幅地内）の 3 つの岩体に分かれて分布し 
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図ま  3 A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図ま  3 B 
 

高浜く海における香焼層紫が色頁岩の露頭。 

両者とも人のいる処が紫が色頁岩，明かるい褐色を帯びているものは砂岩 



 

ている。結晶片岩との関係は明らかでないが分布状態や境界付近に圧焼構造が著しく, 

部分的にミロナイトになっていることなどから考えると,北部･中部のものは一種の断 

層関係にあるのかも知れない。帯黄緑灰色～帯緑暗灰色で一般に塊状，焼粒であるが, 

北部のものは圧焼構造が著しいため粒度は明らかでなく，南部(野母崎付近)のものに 

は部分的に中粒～細粒のものが比較的明瞭な境界をもって焼粒なものと接している。 

北部（が土）のものはミロナイトとなり，その原岩があまり明瞭でない。鏡下では 

石英斜長石脈および方解石脈が緑泥石・・ 石・緑 石および斜長石からなる部分   

を貫いており，部分的に結晶が大となり， 色黒雲母の小片が生なている。石英のあ  

るものは波動消なを示す。 

中央部のものは焼粒でソ緑岩質であって，ところにより圧焼されている。主として 

斜長石および角ソ石からなる。斜長石は灰形～半灰形で累帯構造は見られない。ある 

ものは著しくソソソソソ石化して灰曹長石などに変化し，方解石脈や石英脈に貫かれ 

ることがある。あるものは緑泥石や緑 石を含み，る晶がるにし，あるいはずれてい  

る。角ソ石は淡緑色で斜長石や輝石を交代したらしい緑泥石と，鉄質物との仮像を篩 

状に含み，あるものは緑泥石および・ 石に交代され，あるものはるにしたり細片化  

したりしている。 

南部野母崎付近（野母崎図幅地内）の焼粒のものは中部のものとよく似ているが， 

単斜輝石が角ソ石の内部に残っている｡角ソ石の周縁部または全部が細片化している｡ 

斜長石のソソソソソ石化は著しい。石英脈が見られることがあり，ところにより石英 

は波動消なを示す。 

野母崎の細粒～中粒のものもソ緑岩質で，淡黄 色の角ソ石とソソソソソ石化した  

斜長石からなる。2 次的に緑 石・・ 石・石英などが見られる。あるものは次粒で  , 

緑泥石・・・ン石，ときに緑 石が角ソ石 （ ? ）を交代したものと中性長石を主とし, 

・次的に石英・カリ長石などが見られる。文象構造を示す石英とカリ長石および新鮮 

な石英が他鉱物間を塡めるように散くしている。 

三瀬（野母崎図幅地内）のものは斜長石および単斜輝石が主で，2 次的の緑泥石・ 

絹雲母・葡萄石（ ? ）などが見られる。斜長石は長柱状で，灰形～半灰形でときにる 

にしている。灰曹長石～曹長石に変わり，なかにし細な絹雲母が生なている。単斜輝 

石は波動消なを示す。 

 

Ⅱ．4．2 変 質 ソ  岩 
 

小岩体をなして蛇紋岩体中に捕獲岩状（ ? ）に多数くくしている。灰緑色，焼粒， 

塊状であるが，ときにきわめて焼粒でペグマ・イト状のこともある。一般に圧焼構造 

が著しく，ときに灰礫～亜角礫の礫状をなし，ときに礫質部が一定の方向に伸びる 

（三和町木場・平山・野母崎町木場など)。鮮緑色の角ソ石が集合して幅 1 cm くらい 

のレンズ状となっていることがある。地域北縁平山付近のものは構成鉱物の排列に方 

向性があまりない。 

灰曹長石・角ソ石～陽起石・緑泥石・緑 石～・ 石・方解石・絹雲母･・・ン石･   

石英などからなり，種子田・大島7) によれば青ソ石～藍ソ石を含むこともある。灰曹 

長石は 0.7mm 大以下大小種々で，絹雲母・緑 石・・・ン石・陽起石などを包有す  

る。しばしばる晶を示す。角ソ石は 0.8mm 大以下で淡緑色を示し，周辺部は針状～ 

繊繊状である。灰曹長石・角ソ石および方解石の間 を繊繊状の陽起石・絹雲母・緑  

石・・・ン石などの小結晶が塡め，部 分的に緑泥石や絹雲母が集合している。 

大海北西のものは主として焼粒，塊状であり，粒度は一定しない。灰曹長石・角ソ 

石・陽起石・緑 石・・ 石および緑泥石からなり，・次的に・・ン石が見られる。   

斜長石は 2 mm 大のものもあり，緑 石・陽起石などを包有する。角ソ石は  1～3cm 

大のものもかなりある。淡緑色で波動消なを示し，縁辺部，ときに内部まで繊繊状を 

呈する。ときに単斜輝石が角ソ石のなかに残っている。・・ン石・斜長石・緑 石な  

どを包有することがある。緑 石は  1.2 cm 大のものもある。木場付近のものもこれ 

と同様な構成鉱物であるが，斜長石は他形で緑 石の量が多い。  
 

Ⅱ．4．3 蛇 紋 岩 
 

主として橄欖岩から変化した蛇紋岩からなる。半島中央部の結晶片岩に囲まれた地 

域に全体として NE-SW の方向に伸びた岩体として現われ，結晶片岩地域より低い 

地形を呈している。結晶片岩に対して，あるところでは持ち上げたように，あるとこ 

ろでは層理を切り（図ま 4 参照)，あるところでは層理に沿って貫入し，あるところで 

は断層で接している。また変質ソ 岩としたものとは明瞭な境界をもって接するが，  

その境界付近では圧焼されていることが多い。 
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緑灰色～暗灰色で，塊状のことが多いが片状のこともある。あるところでは滑石や 

不良石綿を生なている｡地域北縁部平山付近では透角ソ石～陽起石片岩となっている｡ 

本郷付近のものは緑色～暗緑色の蛇紋岩で，鏡下では網目状あるいは葉片状～針状の 

部分が多いが，脈状の部分もある。二ノ岳東南東のものは帯縁暗灰色で，帯緑灰色の 

ソ点が見られる。アン・ゴライト・単斜輝石・斜方輝石・透角ソ石・直ソ石および鉄 

鉱からなる。アン・ゴライトは葉片状，箒状，針状，毛状などを呈する。輝石は透角 

ソ石やアン・ゴライトに交代されていることが多い，二ノ岳南西のものは帯緑灰色で, 

滑石・透角ソ石～陽起石・アン・ゴライトおよび鉄鉱からなり，長さ数 cm の細長い 

透角ソ石の結晶が滑石を基質として多量に生成されている。また付近のあるものは緑 

灰色を呈し，透角ソ石だけからなっている。 
 

Ⅱ．4．4 花 崗 岩 類12） 
 

小岩体をなして露出し，く島および権現山南（野母崎図幅地内）では千枚岩を，三 

瀬（野母崎図幅地内）ではソ 岩を，蚊焼北方では塩基性岩を貫きあるいは捕獲して  

いる。三瀬のものは石英ソ緑岩質であるが，他のものは花崗岩質で岩体末端部の石石 

を示している。蚊焼付近や半島南西部の変成度の低い地域に石英長石脈が見られ，一 

種の黒雲母が部分的に見られるが，これはこの花崗岩類の貫入と関係して生成された 

ものらしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く島のものは白色，中粒～焼粒（平均 1.2mm）で，構成鉱物の容量比は岩崎12) に 

よれば次のようである。 

灰曹長石 46.7 ％，し斜長石 32.1 ％，石英 14.8 ％ 

黒雲母 5.6 ％，白雲母 0.5 ％，方解石（脈）0.3 ％ 

斜長石内には絹雲母が散くし，石英は部分により波動消なを示す。カリ長石はし斜 

長石構造を示し，ペソト石になりかかったものがある。岩崎12)によれば・成分として, 

ジソコンや・灰石のほかに柘榴石が見られる。 

蚊焼のものは白色，中粒，不次粒で，塩基性の捕獲岩を包有している(図ま 6 参照)｡ 

主要構成鉱物は斜長石・石英・カリ長石（し斜長石構造を示す)・緑色角ソ石および 

黒雲母である。斜長石は内部に絹雲母を生な汚濁しているが，外縁部は新鮮である。 

半灰形～他形で，外周は凹凸に富む。角ソ石や黒雲母は針状～繊繊状を呈し，黒雲母 

は鏡下では黄 色で，箒状～は状に集合している。  

三瀬（野母崎図幅地内）のものは帯緑灰色で，肉眼的に石石に方向性がある。焼粒 

Sch : 黒色片岩 P : 蛇紋岩 

図ま 4 蛇紋岩と黒色片岩との接触部（野母崎町木場東方道路切割）

図ま 5 花 崗 岩 の く  ま（く島南東端）
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で圧焼構造を示す。主として斜長石・石英・角ソ石からなり，・次的に緑 石・絹雲  

母・ソソソソソ石などが見られる。斜長石は灰曹長石～曹長石で，部分的にソソソソ 

ソ石化し，割れ目や結晶内の一部に絹雲母片が見られる。る晶片はるにまたは変位し 

ている。石英は波動消なを示し，一部小粒化している。また割れ目に絹雲母や・ 石  

脈が見られる。角ソ石は淡緑色でしばしばるにする。 

三和町木場付近に帯緑白色で，きわめて片理に富む細粒の岩石があり，主として斜 

長石・石英・緑泥石・絹雲母からなるが，原岩は明らかでない。 
 

Ⅱ．5 古 第 三 系 
 

Ⅱ．5．1 概  説 

本図幅地域の古第三系は高島炭田の含炭古第三系の一部をなすものである。高島炭 

田の古第三系のあ全な層焼断面は，下部始新統から下部漸新統に及び，厚さ 3,000m を 

こえる。そしてく成層，非く成層からなり含炭層をふくんでいる。第 2 表に示すよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G : 花崗岩  X : 捕獲岩 

図ま 6 花崗岩中の塩基性捕獲岩（図幅地域北部蚊焼部落北方長瀬）

第 1 図  長 崎 県 南 部 の 古 第 三 系 の 分 布 を 示 す 
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な層焼区分がなされている。本図幅地域に露出するものはこれら諸層のうち，沖ノ島 

層以下のものであり，またその一部は露出不あ全のことや，く底下に伏くすることの 

ためにみることができない。下部伊王島層以上，ならびにそれ以下の欠けている部分 

については伊王島・香焼島地区でみることができるので，長崎地質図幅24)を参照して 

いたゞきたい。 

高島炭田の古第三系は全体として焼粒焼 岩にとみ，少量の細粒焼 岩を挾む。そ   

のほか，凝灰岩がにくまれに挾まれるにすぎない。 

古第三系については古くから多くの層焼な的，古生物な的研究がある2)～4)6)10)14)15) 
20)～23)。層焼区分は大体，長尾2) ・松下6)に従ったが，一部改訂したところもある。 

香焼層は厚さ 1,000m 以上の礫岩・砂岩および泥岩（“が紫色頁岩” または “Purple 

Shale”）の不軸則な互層からなり，最上部には炭質頁岩を数枚挾む。大半は淡水成と 

考えられるが，上部には汽水成堆積物を含んでいる。 

高島層群は香焼層上部によって示されるく進がひきつゞきおこなわれ，炭田全域が 

沼沢地性の汽水域（ときに浅く域）となった当の堆積物で，厚さ最大 500m 以上であ 

る。下部には礫岩が多いが大部分は砂岩・泥岩の互層で，石炭・炭質頁岩を多量に挾 

む。とくに上半の端島層に含まれる炭層はきわめて優良で大軸軸に稼行されている。 

貝化石・植物化石も多く含まれる。 

伊王島層群は，本地域にさらにく進が進んだ当の堆積物でほとんど全層く成（浅く 

成）層からなる。厚さ 500m に海する。中部には焼悪な炭層を挾むが，この層準は本 

図幅地域には出ていない。本図幅地域にあるものは最下部のく緑石砂岩を主とする沖 

第 2 図  古 第 三 系 の 柱 状 図 

（1） 左図は高島・端島付近における二子島～沖ノ島層下部の柱状図．二子島・端島両層の柱状図は端

島坑内（鉱業所資料による)，沖ノ島層下部は中ノ島におけるものである。 
（2） 右図は高島炭田の古第三系全体の総合柱状図である。 
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ノ島層である。 

高島層群は三海炭田・天草炭田の夾炭層と同当代のものであり，沖ノ島層は同炭田 

の夾炭層上位のく成層の下部と同当代のものであり，また， の炭田の含炭古第三系  

の最下部（直方層群下部）と同当代のものである。地質当代については，古生物な上 

の証拠から，香焼層―高島層群が古～中期始新世，沖ノ島層および下部伊王島層は新 

期始新世である。上部伊王島層は古期漸新世である25)。なお，水野25)は北九州炭田の 

古第三系の古生物年代な的区分の際に，第 1 図に示すような 5 はを識別した。そして 

香焼層および高島層群を高島は（中下部始新統)，沖ノ島層および下部伊王島層を沖 

ノ島は（上部始新統）の軸式層とした。 
 

Ⅱ．5．2 香
こう

 焼
やぎ

 層 
 

本層は長崎図幅地域の香焼島によく発海している。が崎層ともよばれているが，が 

崎層の軸式層（天草炭田）とは厚さ，岩相がまったく異なるので,「香焼層」の名前 

を使う方がよい。 

本図幅地域に分布するものは香焼島付近のものと同一の岩相を示す。地表では飛島 

および野母半島西海の高浜・岳路・が土付近に分布するだけであるが，高島・端島付 

近のく底下にくくすることが，高島鉱業所の試錐，坑道において確認され，また，上 

記諸島と半島部との間のく底下に伏くすることが，分布，地質構造の上から推定され 

る。 

香焼層は本地域だけでなく，高島炭田全域を通なて散くするので，現く，まだその 

あ全な層焼はしられていない。全分布地域の資料を総合すると厚さ 1,000m 以上と推 

定され，全体として，砂礫岩および“が紫色頁岩”の発海によって特徴づけられてい 

る。上・中・下部にわけられているが，本地域ではそのうち下部，上部層がみられる 

にすぎない註6)。 

下 部 層 

先第三系の基盤岩の上に著しい不整合をもっている。野母半島西部における厚さは 

約 300m であり，上限はく底に没して不明である。焼粒砂岩・泥岩に富み，また礫岩 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註6）中部層はく底下に伏くするものと予想される。中部層の発海する地域は香焼島北東部である（長崎地質図 

幅説明書24) 参照)。これは礫岩・含礫焼粒砂岩を主とし，黒色またはが紫色頁岩を挾む。厚さ 400m 以 

上とみなされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
画面中央を右上から左下に走る線は香焼層の地層面（高浜） 

図ま 7  香 焼 層 基 底 の 不 整 合 面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図ま 8 香焼層下部の砂岩を主とする層（弁天山南西海） 
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図ま 9 香焼層下部の砂岩と礫岩（弁天山南西海） 

 

をしばしば伴う。岩相の水平的変化に富むが，高浜村く海では，垂直的におおよそ次 

の 3 部にわけられる。 

下部（砂礫岩部）：厚さ 150～180m，最下部は一般に泥岩に富む。ときに炭質頁岩 

を挾む。大部分は焼粒砂岩を主とし，礫岩・砂岩を挾む。 

中部（泥岩部）：厚さ 60～80m，泥岩を主とし，礫・砂岩を挾む。 

上部（砂岩部）：厚さ 60～80m，焼粒砂岩に富み，泥岩は少ない。 

上 部 層 

露頭としては飛島にあるだけであるが，鉱業所の坑内，ボソリングで確認されてい 

る。同所の資料を総合すると，上部層は厚さ 350m 以上あり，砂岩・礫岩・紫が色泥 

岩・暗灰色泥岩の互層で，上部には炭質頁岩薄層を数枚挾む。上限から 110m の層準 

（泥岩）に小型二枚貝化石の密集層が挾まれている。 

各岩石の性質 

泥岩：いわゆるパソプソソェソソ(purple shale)とよばれる紫が色のものと暗灰色 

のものとがある。後者にはよく植物破片（大部分炭化している）が含まれているが， 

前者は無化石である。前者は粒度の点では粘土岩～砂質ソソト岩程度であり，しばし 

ば帯淡緑灰色のものに垂直的にも水平的にも不軸則に変化する。砂質ソソト岩の粒度 

をもつもの（18-00)は顕し鏡観察では角状の石英・斜長石・火山岩片などからなり， 

基質の部分は一般に 色をおびている。粒も 色をおびることがある。これは古くか  

ら，北九州炭田地域における古第三系最下部の特異相として注目されている。 

本層上部の泥岩の分な結果を第 3 表に示した。なお，ソビジソソム・ボロン・ガリ 

ウムの分な分なの結果を最近本島らによって，釧路炭田の古第三系についてこゝろみ 

られた結果と比較すると，これは明らかに鹹水相を示すものである。後述のような貝 

化石が，この層準の泥岩・砂岩から得られているが，この分な分な値は，それから推 

定される堆積環境をうらづけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂岩：白色～灰白色を示し，粒度はさまざまであるが，焼粒砂岩が多い。しばしば 

礫質となり，礫岩にて化する。新鮮な所では著しく堅い。一般にクロス・ラミナがよ 

く発海し，また単層の連続性に乏しい。従来の資料14)20)21)によれば，“この砂岩は大 

部分淘汰不良で膠結物の多い石英質ないしアソコソズで，主要構成物は角礫～亜角礫 

状の長石・石英粒である。焼鉱物としては黒雲母・緑 石・・・ン石が多い ”。 

礫岩：最大人頭大の礫を含む。下部層のものには，変質安山岩・安山岩凝灰岩・流 
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紋岩・・ャソトが多い。花崗岩（ときに文象構造を示す）礫は処々に密集して含まれ 

る。そのほか，砂岩・頁岩礫もある註7)。結晶片岩の礫はきわめてまれである。 

化石：いままでは本層はまったくの無化石といわれていたが，この調査によって， 

最上限から 110m 前後の所に貝化石が発見された。この化石層は長崎図幅地域内にも 

発見されている。この化石群は二子島層のものや，他炭田地域の同層相当層のものに 

よく類似している。熱帯～亜熱帯性の高鹹汽水域に棲息したと思われるものが多い。 

本層は野母半島では大きくみてく海方向に単斜し，傾斜は 20～40ﾟ 前後である。東 

西性の小断層により寸断され，断層付近では傾斜が強くなっている。高島・端島では 

上位層とともにおおよそ北西方向に傾いて分布している。 
 

Ⅱ．5．3 二 子 島 層 
 

本層は二子島によく発海するが，露頭ではあ全柱状をみることができない。坑内試 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註7）これらの岩石は西日本内帯の後期中生代の酸成深成岩類およびそれに伴なう諸岩石にもっともよく類似する｡ 

錐資料を総合すると，厚さ最大約 300m で，全体としては砂岩・泥岩の互層からなる 

が，砂岩がちで礫岩および炭層を伴なう。岩相の水平的変化に富むが，大きくみて次 

の 3 部にわけられる。 

下部層：香焼島層の上に整合的に焼なり，焼粒砂岩および泥岩からなり，下部には 

礫岩がある。炭質頁岩が数枚挾まれる。最下部は一般に泥質で，長尾2)～4)が「lower 

Orthaulax japonicus zone」と称した化石層がある。この化石層は二子発電所下のく 

海で干潮当に観察することができる。 

中部層：圧倒的に焼粒岩が多い。下半は礫岩に富み，上半は砂管をもつ砂岩に富む｡ 

上部層：砂岩・泥岩の互層で，炭層・炭質頁岩層を数枚挾む。まれに貝化石を含ん 

でいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 表 高島炭田の香焼層上部の貝類化石

第 5 表 高島炭田産二子島層の化石  

2322 



 

岩石の性質 

泥岩：香焼層を特徴づける紫が色頁岩はまったくない。暗灰色で，炭質物および植 

物破片に富む。 

砂岩：香焼層のものとほとんど同なで，石英質～アソコソズ質である。 

礫岩：最大 大の礫を含む。礫には結晶片岩礫が多い。  

炭層：上部層に含まれるものは上位から，薄層炭 C1，薄層炭 C2，盤下 3 尺層C3 と 

よばれているが，いずれも焼悪で稼行の対象となっていない。 

化石：上部層に植物化石の Sabalites が含まれる。貝類化石は最下部に多いが，上 

部層にもまれにある。第 5 表に示すようなものが，多量に産する。これらは高鹹汽水 

域～浅く域に棲息したと思われる熱帯～亜熱帯性のものである。 
 

Ⅱ．5．4 端 島 層 
 

本層は本炭田地域における焼要な稼行炭層を含む。二子島層の上に整合に焼なり， 

厚さは最大 240m に海する。一部高島南部に露出するが，露頭わるく，あ全な層焼断 

面は坑内試錐によってのみ知ることができる。 

本層は青灰色中粒～細粒石英質の砂岩・含礫砂岩・暗灰色泥岩の互層で，主要炭層 

多数を挾む。岩相，厚さの変化が著しい。炭層は上位から上八尺層・三尺層・ゴマ五 

尺層・盤砥五尺層・亀三尺層・一丈層・十二尺層・四枚層などと称され，そのうちゴ 

マ五尺層には凝灰岩（ゴマ）を挾んでいる。 

多数の植物化石（Nelumbo  その他）および貝化石（汽水～淡水）を含んでおり， 

中部の貝化石は，長尾2)～4)が“ Upper Orthaulax japonicus zone”と称したもので 

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．5．5 沖 ノ 島 層 
 

高島炭田を通なて，地表露頭ならびに坑内で沖ノ島の層焼断面をあ全にみることが 

できる地域は一つもない。すなわち,地表において本図幅地域では同層の下部があり， 

長崎図幅地域では同上の上部がみられる。坑内資料を加えると全層で最大 200m 前後 

と考えられ，下半には焼粒砂岩が多く，礫岩もあり，上半では細粒砂岩が多い。 

本図幅地域では下半の 100m 位の部分がみられるにすぎない。端島層の上に整合に 

焼なる含砂管礫質中粒砂岩からはなまり，礫質焼粒砂岩を主とする。ほゞ中位に炭質 

頁岩を挾んでいる。砂岩は大部分多量のく緑石を含み，緑色をおびている。 

本層の上部には化石が多いが，本図幅地域の下半部には化石はまれであり，最下部 

に近く，Ostrea，Pitar を含むにすぎない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 表  端 島 層 の 貝 化 石

崖の下部の白い所は礫岩 中～上 

部は含砂管砂岩(高島北部のく海) 

図ま10 沖ノ島層の砂岩の累焼状態 

（高島北部のく海） 

 
図ま11 沖ノ島層の含砂管砂岩の砂管 
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Ⅱ．6 玄 武 岩 

 

図幅地域北東部の小八郎岳の頂上に小範囲に分布している。結晶片岩との関係は明 

らかでない。噴出の当代も明らかでないが，長崎図幅地域の地質から推定すると第四 

紀のものかも知れない。 

暗灰色，緻密である。ソ晶は橄欖石および単斜輝石である。石基は間粒状石石を示 

し，斜長石・単斜輝石・鉄鉱および橄欖石（ ? ）からなる。 

 

 

Ⅱ．7 崖錐堆積物および冲積層 

 

崖錐堆積物は図幅地域北縁の平山付近に分布しており，主として付近に分布する結 

晶片岩や蛇紋岩の亜角礫と砂とからなっている。 

冲積層はきわめて狭い区域に分布しており，主として砂と泥からなるが，く海では 

一般に砂が多く，大海付近から為石に至るくには礫が多い。 

 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 
 

鉱産資はとして石炭・銅鉱・硫化鉱・鉄鉱・石綿・滑石・絹雲母・珪石などが産す 

るが，石炭を除いてはいずれも軸軸が小さく，ほとんど稼行に耐えない。 

 

Ⅲ．1 硫化鉱および銅鉱 

 

三和町木場では銅鉱を，野母崎町木場では硫化鉄鉱を採掘したことがある。 

野母崎町のものは，蛇紋岩と黒色片岩との境界近くの結晶片岩中に胚胎される，含 

銅硫化鉄鉱床で小軸軸に層状をなしているようである。 

 

Ⅲ．2 鉄鉱・その他 

 

鉄 鉱 

輝緑岩～輝緑凝灰岩中に胚胎されるものと，蛇紋岩（ ? ）の緑泥石岩化したものに 

胚胎されるものとがある。 

輝緑岩～輝緑凝灰岩に胚胎されるものは，く島南西端の唐人瀬と口ノ鼻との間の 

入した部分の南海にあるが，満潮の当にはく面下に隠れる。暗緑色，千枚岩状の輝緑 

岩～輝緑凝灰岩の層に平行に胚胎され，厚さ 1 m 以上，長さ約 8 m のものが 3 層見ら 

れた。鉱石は磁鉄鉱の小結晶が密集したもので，方解石脈などが見られる。 

第 7 表  沖 ノ 島 層 産 貝 化 石
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蛇紋岩の緑泥石岩化したものに胚胎されるものは,図幅地域北東部平山部落南西･蚊 

焼部落東・地域中部三和町木場部落南西・野母崎町木場部落などに産する。大きなも 

のは牟田10)11)によれば，蛇紋岩と結晶片岩との接触部に発海しており，蛇紋岩体から 

結晶片岩に向かって，滑石化帯，磁鉄鉱緑泥石化岩・緑泥石曹長石絹雲母陽起石透角 

ソ石岩などの焼に帯をなしており，磁鉄鉱は後 2 帯に生な，とくに磁鉄鉱緑泥石化岩 

に多い。緑泥石岩中には磁鉄鉱のほかに黄鉄鉱・黄銅鉱および輝銅鉱が認められると 

いう。蚊焼の磁鉄鉱の分な結果は（分な者：桂敬）次の通りであると報告されている｡ 
 

Fe2O3   FeO   TiO2   MnO   V2O3   NiO   Cr2O3 
%     %     %     %     %     %     % 

69.55   28.11   0.00   0.00    0.15   0.00   0.00 

 

そ の 他 

珪石が結晶片岩の処々（三和町藤田尾南西など）に層状あるいは脈状をなして見ら 

れる。一部採掘したといわれるが，量が少ない。蛇紋岩中の石綿が蚊焼で採掘された 

ことがあり，結晶片岩中の絹雲母は茂木町大崎で採掘されたことがあるといわれ，ニ 

ッケソ鉱や滑石16)17) も探鉱されたことがあるらしいが，いまではいずれもみるべきも 

のがない。 

 
 

Ⅲ．3 石  炭 
 

石炭および炭質頁岩は香焼層下部・上部・二子島層・端島層に挾まれているが，こ 

れらのうち，稼行価値があり，かつ現く稼行されているものは端島層のものだけであ 

る。これは高島および端島にある三菱鉱業株式会社の高島鉱業所によって，現く大軸 

軸に稼行されている。 
 

三菱鉱業株式会社高島鉱業所 

本鉱業所は事務所を二子島におき，二子坑・端島砿の 2 ヵ所において稼行している｡ 

長崎港から社船，野母商船の便が日に数回ずつある。 

本地域は古く明治元年から開発され，明治14年以来三菱鉱業株式会社の経営すると 

ころとなり，現くに及んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 図  炭 層 柱 状 図（鉱業所資料による）

第 8 表 標準工業分な値（鉱業所資料による）
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第 4 図  二 子 坑 立 体 軸 型 図（鉱 業 所 資 料 に よ る） 

第 5 図  端 島 坑 立 体 軸 型 図（鉱業所資料による） 
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稼行炭層は端島層のものであり，炭量，炭質ともにきわめて良好である。両坑合せ 

て約 4,000 名の人員を擁し，月平均 60,000 t 近くの出炭がある。 
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GEOLOGY 
 

Ge nera l re mar ks 

Th e geology in b oth areas of th e two sh eet maps , Hizentakash ima  

and Nomoza k i is exp la in ed in t h is t ext .  Th ese areas are locat ed on  

th e s ou th of Na gasak i in th e n orth wes t er n Kyūshū .  Th ey are con - 

s t r u ct ed of crys t a l l in e s ch is t~p h yl l i t e , s er p en t in e , ga b b r o , d ia b as e ,  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Paleogen e b eds and a ccessor ies , su ch a s gran it e and b asalt .  
Th e crys ta l l in e s ch ist~p h yll i t e (Nis h is on ogi meta morp h ic rock s)  

h a s b een a lt er ed fr o m t h e P a le o zo ic f or ma t ion t h r ou gh a r e g i on a l  
meta morph ism in Late P a leozoic or Mesozoic era ,  probab ly a ccom - 
panied by intrusions of gabbro, serpentine, etc. Th is crys tall ine sch ist~  
phyll i t e certa in ly has b een produ ced , conn ect ed with th e meta morph ism 
wh ich has turn ed out eith er of th e San gun meta morph ic s in th e Inn er  
Z on e o f S ou th w es t Ja p a n or  t h e Sa mb a ga w a m eta m o rp h ics in t h e 
Ou ter Zon e , bu t i t is un cert a in wh ich meta morph ism has given r is e  
to th e meta morph ic rocks und er cons id era t ion .  

Pa leogen e s ed imen t s u n con for ma b ly over l ie th e a b ove-ment ion ed  
basement rocks , and ha ve th e int er ca lat ions of coa l b eds .  Th e a ge of  
gran it e ma y b e ear ly Creta ceous , th ou gh un certa in , and that of basa lt  
ma y b e P liocen e t o P leistocen e.  

Th e su mmary of geology of th e a r eas is shown in Tab le 1 .  
 

Nis hiso nog i meta mor phic roc ks (crysta l l in e sch is t~ph yll i t e)  
Th e strata of th e meta morp h ics gen era l ly sh ow gent le dip s (15~ 

30ﾟ) and s tr ik e of var ious d ir ect ions . But th e fold ed s tr ata ha ve ma jor  
a n t i c l i n e a n d  s y n c l in  w i t a x e s  o f N E- S W d i r e c t i o n  a n d  g e n t l y  
in clin ed l imb s , wh ile th ey ha ve min or an t icl in e and s yn c lin e with a xes  
of NW-SE d ir ect ion at ma n y p la ces , formin g s ome elon ga t ed d ome  
and bas in fold .  

T h e m e ta m o rp h ic r o c k s  a r e l o w e r  ( o f g r e e n - s ch i s t  f a c i e s)  in  
meta morph ic grad e, and ph yll i t e at s ome p la ces in t h e south west ern  
part of th is area .  Th e rock h igh er in meta morph ic grad e is chara ct er -  
ized b y spott ed ga rn et or a lb it e~oligoclase, 0 .5~1 .5 mm in s ize . Th e 
rocks a r e ma in ly comp os ed of b la ck s ch ist~ph yll i t e d er ive d from a lmost  
argil la ceous rock an d part ly sand y , and  green sch ist~p hyll i t e a lt er ed  
from p yroclast ic rock and bas ic volcan ics , in clud in g ve ry s ma ll l ime - 
ston e lenses . Th e b la ck sch ist~ph yll i t e cons ists ma in ly of mu s covit e~  
ser ici t e, a lb it e~oligoclase , quart z , graph it e, et c . , conta inin g garn et at  
man y p la ces . Th e green ish b la ck s ch ist conta in s s ome of cons t itu ents ,  

such as chlorite, ep idote, actin olite, zoisite, et c. , in addit ion to the con- 

st i tu ents as men t ion ed ab ove .  Th e green sch ist~ph yll i t e is comp os ed  
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pr in cipa lly of a lb it e~oligoclase, a ct in oli t e, ep id ote, zois i te and quar t z,  
conta in in g s ome of const itu en ts , su ch as ca lcit e, st i lpn omelan e, garn et ,  
g lau coph an e, et c. at s ome p la ces in add it ion t o min era l s as cit ed just  
above．  

 
Dia base 
Th e rock is un cer ta in in r elat ion t o th e crysta l l in e s ch ist , but it  

ma y occur a s layers or sh eet s in t h e s ch ist .   It is cata clas t ic an d  
even mylonit ic in some places, consist ing of plagioclase, chlorite, sericite, 
quart z , ir on ore, t itan it e , et c.  

 
Sa uss ur ite gabbro ~dior it e  
Th e r o ck is d is t r ib u t ed in t h r ee s ep a r a t ed d is t r ic t s i n t h e n or th -  

wes t ern p a rt of t h e p en in su la .   I t is u n cer t a in in rela t i on t o t h e 
cryst a l l in e s ch ist , bu t it ma y b e b ound ed b y fau lt a ga inst th e la t t er ,  
ju d g in g f r o m i t s d i s t r ib u t ion  a n d m y lo n it e in t h e vi c in it y o f t h e 
boundary. The rock is massive, mainly coarse-grained , part ly medium- to 
f in e-gra in ed an d obs cure in gran u lar it y at s ome cata clast i c pa rts .  Th e 
const i tu ent min era ls are such as p la gioclase a lt er ed t o oligoclase and  
saussur it e, l ight green ish h ornb lend e, r el ic t of mon oclin ic p yr oxen e in  
some part s and th eir s econdary produ ct s , ch lor i t e, ep id ote, quar t z, et c .  

 
Meta-gabbro 
Th e rock occurs as a few separat ed b od ies and probab ly en clos ed  

mas s es in s erp en t in e.  Th e rock is in sharp conta ct with th e s er p en - 
t in e , a lth ou gh ca ta clast ic or brecciat ed at man y p la ces .  It is gen er -  
a l ly comp osed of oligoclase, h ornb lend e , a ct in oli t e, ch lor i t e, ep id ote ,  
zois i t e, ca lci t e, ser icit e, t itan it e, quart z , et c. , conta in in g r el ic t of mon o - 
cl in ic p yr oxen e, or cross it e~glau cophan e a t a few p la ces .  

 
Ultra-ba s ic rock 
Th e ma in part of th is rock is s erp ent in e d er ived from per id ot it e.  

It is int rud ed into th e crysta l l in e s ch ist , su ffer in g r egiona l meta mor -  
ph ism a nd a ffect in g n o t h erma l meta morph ism t o t h e en viron men ts .  
Th e min era l assemb la ge of th is rock is as fol lows :  

1. antigorite, iron ore 
2. antigorite, monoclinic pyroxene, rhombic pyroxene, tremolite,  
    anthophyllite, iron ore 
3. ta lc, tremolite-actinolite, iron ore 
4. t remolite-actinolite, iron ore 
5. chlorite, magnetite 

 
Gra nites 
Th e rocks are exp osed as sma ll b od ies , introdu cin g b iot i te in s ome 

parts of th e intrud ed ph yll i t e, gab bro or bas ic rocks .   They are quart z  
dior i t e t o gran it e in min era l comp os it ion． Th e const i t uent min era ls  
are oligoclase, microclin e, quartz, biotite, muscovite, calci te and in addi-  
t ion t o th ose min era ls , h ornb len d e, ch lor it e , ser ici t e, ep id ote, saussur it e  
et c. a t s ome p la ces．  

 
Paleoge ne 
Th e P a le o g en e s ys t e m in t h e Ta k a s h ima c oa l f i e l d o f ma p p ed  

areas on ly in clu d es th e Eocen e cla st ic d ep os its wh ich are pred ominan t  
in th e coa rse-gra in ed mater ia ls .  Th e fol lowin g format ions are d is cr i -  
minat ed , namely th e Koya gi ,  Futa gojima ,  Hash ima an d Ok in osh ima  
format ions , in ascen d in g ord er .  

Th e lowes t , Koya gi format ion ,  atta in in g more th an 1 ,000 m in  
thick n ess , cons ists of a lt ernat ion of con glomerat e, sand s ton e and mud - 
ston e , and bes id es th e s o-ca lled “  purp le sha le”.  Th e Koya gi forma - 
t ion is largely of f lu via t i le, la ck in an y foss i ls , excep t the upp er par t  
of ab out 110 m th ick wh ich in clud es rar ely s ome molluscan foss i ls of  
b r a ck is h or fr es h wa ter in h a b it a n t .  C oa ly s h a l e b ed s a r e k ep t a t  
some p la ces in th e ab ove -men t ion ed part .  

Th e Futa gojima format ion con formab ly cover s th e preced ing, atta in -  
in g ab out 280 m in ma ximu m th ickn ess .  It cons ist s  most ly of s a n d - 
ston e and mudston , formed in bra ck ish la goona l en lviron ment ,  with  
int er ca lat ions of con glomerat e b eds in th e lower part .  Some mollus -  
can foss i ls are oft en found throu gh th e format ion , and moreover coa ly 
shale b eds are fr equ ent ly found in th e lower and upp er h or izon s .  Th e 
rock s of u p p er mos t p a r t ch a n ge gra d u a lly u p wa r d s t o t h os e of t h e 
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Hash ima forma t ion .  
Th e Hash ima format ion in clu d es th e most va luab le st r ata in th e 

mapp ed areas .  It cons ists of sandston e,  mudston e a nd some th ick  
coa l b ed s , wh ich is n ow exp loit ed in la rge s ca le b y t h e Ta kash ima  
coa l min e of th e Mitsub ish i Min in g Co . , Ltd .  Th e format ion a tta in s  
about 240 m in th ickn ess .  Th e mollusca n foss i ls of bra ck ish or fr esh  
water inhab itant and p lant foss i ls are oft en found through it .  

Th e Ok in osh ima format ion , of ab ou t 200 m th ickn ess , conformab ly 
over l ies th e preced in g. I t is most ly comp os ed of glau con it e f in e-gra in ed  
sandston e with mar in e mollusca n foss i ls , a lth ou gh s ome parts of th e 
lower a r e r ich in con glomerat e．  

 
Basalt  
Th is rock is exp os ed as a sma ll b od y on th e n or th ern bord er of 

this area .  Th e r elat ion of th e rock t o th e s ch ist is obscure .  I t is  
compa ct , ha vin g ph en ocrysts of olivin e and mon oclin ic pyroxen e , and  
ground mass con s ist in g of p la gioclase, mon oclin ic p yr oxen e, ir on ore an d  
olivin e (?) .  

 
Ta lus a nd alluvia l de pos its  
Ta lus is a ccu mu lat ed on t h e n orth ern b ord er of th is ma pped area ,  

cons ist in g of breccias of s ch ist and serp en t in e.  Allu vial d ep os it s are 
comp os ed usua lly of sand , cla y and gra vel , and pred ominant in san d  
or gra vel b y th e s eas id e.  

 

ECONOMIC GEOLOGY 
 

Minera l de pos its  
P yr it e and cha lcop yr i t e :  Th e ore d ep os it of k ies la g er t yp e is  

formed in th e b la ck or green s ch ist on a s ma ll s ca le .  
Ma gn et i t e :  Some ore is formed in b edd ed d iab as e or scha lst ein  

and the oth er , in ch lor i t e rock probab ly d er ived from s erpent ine.  Th e 
min era l is euh edra l in th e d ep os its of b oth t yp e and th e la t t er is more 
sporad ica l ly scatt er ed and larger in cryst a l s ize than th e former , an d  

s ome a tt a in 1  cm in s ize .  Th e ch emica l ana lys is of th e ma gn et i t e  
specimen in th e ch lor i t e rock is given b elow（ a ft er K. Muta , 1954) .  

 
 
 
 
 

Bes id es ab ove-ment ion ed ores , th ose of s i l ica ston e and ser ici t e are 
found in s ch ist , and th ose of asb estos and ta lc , in s erp entin e , but an y 
of th em is t oo s ma ll in s ca le t o b e work ed．  

 
Coa l 
Th e c oa l s ea ms or c oa ly s h a l es in t h e a r ea s a r e fou n d in t h e 

lower and upp er parts of Koya gi format ion , Futa gojima format ion an d  
Ha sh ima format ion .  Amon g th em ,  th ose of th e last format ion are 
on ly workab le , and are n ow exp loit ed b y th e Takash ima coa l min e o f 
t h e M it su b is h i M in in g C o mp a n y .  Th e c oa l o f H a s h ima a r e ve r y 
good in qua lit y and quan t it y.  
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